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広報ながしま  2023年9月号  ｜  02

令和5年（2023年） No.210

9
大海原に挑戦 ～第３８回カヌー長島海峡横断大会～
受け継がれる長島の伝統 ～御八日踊り～
感動をつなぐ ～かごしま国体炬火リレー～
人命救助に感謝
職員の給与などを公表します
普通救命講習受講者募集
農業者向け収入保険のご案内
認知症について考えよう 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　～地域包括支援センターだより～
今からできるサツマイモ基腐病対策
リユースの日開催
紙類・資源ごみの出し方 ～ながしまエコ通信～
町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
地域おこし協力隊通信
長島文芸
町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル ～１歳おめでとう～
うぶ声・お悔やみ・お礼
編集後記

［裏表紙］　造形美術展開催

８月11日（金） 11時50分

令和5年8月31日現在 ※（ ）は前月

世帯 4,378 （＋3）

（‐9）

（+1）

（‐10）

4,954
4,712
9,666

女性

男性

人口

　８月 11 日、カヌー長
島海峡横断大会が４年ぶ
りに行われました。
　久しぶりの横断を目指
す選手や初めて横断を目
指す選手などそれぞれの
思いを胸に海峡横断をし
ました。
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03  ｜  広報ながしま  2023年9月号

  
大
海
原
に
挑
戦

大
海
原
に
挑
戦  

～
第
～
第
3838
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
～

回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
～

　
長
島
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら

大
会
を
通
じ
て
、
島
原
・
天
草
・

長
島
間
の
三
県
架
橋
構
想
実
現
に

向
け
気
運
を
高
め
る
た
め
の
活
動

の
一
つ
と
し
て
、
第
38
回
カ
ヌ
ー

長
島
海
峡
横
断
大
会
が
８
月
11
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
三
県
架
橋
構
想
で
架

橋
の
経
由
地
で
あ
る
長
崎
県
南
島

原
市
の
児
童
生
徒
ら
９
人
が
参
加
、

さ
ら
に
、
与
論
町
か
ら
も
４
人
が

加
わ
り
、
本
町
の
児
童
生
徒
と
合

わ
せ
て
31
人
が
、
ゴ
ー
ル
の
蔵
之

元
艇
庫
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
川
添
健
町
長
ら

が
選
手
た
ち
へ
激
励
の
言
葉
を
述

べ
た
あ
と
、
山
下
煌こ
う
が月
さ
ん
（
平

尾
中
３
年
）
が
「
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、
最
後
ま
で
全

員
で
あ
き
ら
め
ず
こ
ぎ
き
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
午
前
11
時
30
分

救
助
船
が
見
守
る
中
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
牛
深
港
を
こ
ぎ
だ
し
ま
し

た
。

　
潮
流
や
う
ね
り
の
影
響
で
苦
戦

し
な
が
ら
も
、
約
８
㌔
の
航
路
を
、

小
学
生
は
４
㌔
の
リ
レ
ー
で
、
中

学
生
は
一
人
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

全
員
が
無
事
に
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

町
田
結ゆ
う
あ亜
さ
ん
（
蔵
之
元
小
５

年
）
は
ゴ
ー
ル
後
に
航
路
の
方
角

を
振
り
向
き
「
こ
ん
な
に
こ
い
で

来
た
ん
だ
」
と
達
成
感
に
満
ち
た

表
情
で
し
た
。

潮流やうねりに耐え、大海原をこぎ進める選手ら潮流やうねりに耐え、大海原をこぎ進める選手ら

力強く宣誓をする山下さん力強く宣誓をする山下さん

家族らの声援を追い風にラストスパート家族らの声援を追い風にラストスパート まっすぐゴールを見据える選手まっすぐゴールを見据える選手 期待と不安を胸に牛深港からこぎだす期待と不安を胸に牛深港からこぎだす



鷹巣種子島踊り保存会鷹巣種子島踊り保存会

広報ながしま  2023年9月号  ｜  0405  ｜  広報ながしま  2023年9月号しま  2023年２月号

  
受
け
継
が
れ
る
長
島
の
伝
統

受
け
継
が
れ
る
長
島
の
伝
統  

～
御
八
日
踊
り
～

～
御
八
日
踊
り
～

　

８
月
８
日
、
本
町
の
伝
統
行
事

で
あ
る
御
八
日
踊
り
が
町
内
の
神

社
や
各
集
落
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
13
地
区
18
団
体
が
参

加
。
台
風
６
号
の
影
響
で
天
候
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
色
と
り
ど

り
の
衣
装
や
飾
り
を
身
に
付
け
た

踊
り
手
た
ち
が
、
曇
り
空
を
か
き

消
す
勢
い
で
か
ね
や
太
鼓
を
打
ち

鳴
ら
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
３
年
あ

る
い
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
踊
り
に
、
観
覧
に
訪
れ
た
住
民

た
ち
か
ら
は
、
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

～
由
来
～

　
１
５
６
５
年
３
月
、
野
田
領
主
の

島
津
忠た
だ
か
ね謙
が
城
川
内
の
堂
崎
城
主
天

草
越え
ち
ぜ
ん
の
か
み

前
正
を
攻
め
滅
ぼ
し
島
津
領
土

と
し
ま
し
た
が
、
同
年
７
月
８
日
に

忠
謙
は
甥
の
出
水
領
主
島
津
義よ
し
と
ら虎
に

出
水
城
で
謀
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
長
島
全
土
に
悪
疫
が
流

行
し
た
た
め
、
島
民
は
忠
謙
の
た
た

り
と
し
て
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め

に
城
川
内
集
落
の
若
宮
神
社
に
忠
謙

の
御
霊
を
祀
り
、
毎
年
旧
暦
７
月
８

日
に
大
祭
を
し
て
、
踊
り
を
奉
納
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一緒に踊り出す観覧に来た子どもたち一緒に踊り出す観覧に来た子どもたち

汐見自治公民館汐見自治公民館馬込自治公民館馬込自治公民館

川床四公連川床四公連

浦底青年団浦底青年団平尾郷土芸能保存会平尾郷土芸能保存会

指江育成会指江育成会伊唐：島おこしクラブ伊唐：島おこしクラブ

蔵之元子ども育成会蔵之元子ども育成会城川内：郷土芸能保存会城川内：郷土芸能保存会

蔵之元自治公民館蔵之元自治公民館



広報ながしま  2023年9月号  ｜  06

 
感
動
を
つ
な
ぐ 

～
か
ご
し
ま
国
体
炬
火
リ
レ
ー
～

　
県
内
の
全
市
町
村
で
つ
な
ぐ
「
燃

ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご

し
ま
大
会
」
の
炬き
ょ
か火
リ
レ
ー
が
、

８
月
４
日
、
町
多
目
的
運
動
広
場

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
い
ち
き
串
木
野

市
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
炬
火
を
川

添
町
長
が
、
受
け
皿
に
点
火
し
「
参

加
者
や
来
場
者
の
良
い
思
い
出
に

な
る
と
思
う
。
心
を
込
め
て
炬
火

を
つ
な
ぎ
、
燃
ゆ
る
感
動
を
表
現

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

浦
田
希き
ひ
ろ優
さ
ん
（
獅
子
島
中
３

年
）
が
炬
火
の
ト
ー
チ
を
手
に
、

同
校
が
、
長
島
町
炬
火
リ
レ
ー
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

町
内
小
中
学
校
の
代
表
約

１
２
０
人
が
参
加
し
、
夏
空
の
下
、

元
気
よ
く
走
り
抜
け
、
笑
顔
で
炬

火
や
国
体
旗
を
つ
な
い
で
い
く
ラ

ン
ナ
ー
に
、
会
場
か
ら
は
、
大
き

な
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

獅子島中学校獅子島中学校

獅子島小学校獅子島小学校

川床小学校川床小学校

蔵之元小学校蔵之元小学校

受け皿に点火する川添町長受け皿に点火する川添町長

平尾中学校平尾中学校

伊唐小学校伊唐小学校

城川内小学校城川内小学校

平尾小学校平尾小学校

鷹巣中学校鷹巣中学校

長島中学校長島中学校

川床中学校川床中学校
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人
命
救
助
に
感
謝

職員の給与などを公表します
１　職員の任免および職員数に関する状況

令和 3 年 4 月 1 日 令和 4 年 3 月 31 日 令和 4 年 4 月 1 日 令和 4 年 4 月 1 日
職員数 退職者数 採用者数 職員数

150 6 4 148

２　職員の給与の状況
（１）職員給与費の状況（一般会計決算）

区分 職員数 給与費 一人当たり
Ａ 給　 料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計Ｂ 給与費 B/A

令和 3 年度 人 千円 千円 千円 千円 千円
130 509,381 63,796 202,269 775,446 5,964

（注） １　職員手当には退職手当を含みません。
　　 ２　職員数は、令和３年４月１日現在の人数です。
　　 ３　国民健康保健など特別会計は含みません。　

（２）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

長島町 43.0 歳 315,348 円 340,143 円
（注） １　「平均給料月額」とは、令和４年４月１日現在における職員の基本給の平均です。
　　 ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべて
　　　　の諸手当の額を合計したものです。

（３）職員の初任給の状況（令和４年４月１日現在）
区分 長島町 国

一般行政職 大　学　卒 182,200 円 182,200 円
高　校　卒 150,600 円 150,600 円

町では「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づいて、職員の任免や職員数、給与などを公表します。

　

７
月
31
日
、
天
草
海
上
保
安
署

か
ら
城
川
内
自
治
公
民
館
の
宮
内

郁
夫
さ
ん
と
飯
尾
修
さ
ん
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
７
月
８
日
に
城
川
内

沖
合
で
発
生
し
た
海
中
転
落
事
故

の
救
助
依
頼
を
海
上
保
安
署
か
ら
受

け
、
荒
天
の
な
か
現
場
海
域
に
急
行

感謝状を手にする宮内さん（写真左）と飯尾さん（写真右）

し
、
迅
速
的
確
な
救
助
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
２
人
は
、

「
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
た
だ
け
」

と
多
く
は
語
ら
ず
、「
転
落
者
に

大
き
な
ケ
ガ
も
無
く
て
良
か
っ
た
」

と
穏
や
か
な
表
情
で
し
た
。
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（４）一般行政職の級別職員数の状況（令和４年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主任
主査

主幹
係長

課長補佐
技術補佐
主幹など

課長など 課長など

職員数 9 人 18 人 23 人 25 人 27 人 16 人 2 人
構成比 7.50% 15.00% 19.17% 20.83% 22.50% 13.33% 1.67%

（５）職員の手当の状況
　　①期末手当・勤勉手当（令和４年４月１日現在）

長島町 国

期末手当　　　　　　　　　　
2.55 月分

勤勉手当
1.90 月分

期末手当　　　　　　　　　　
2.55 月分

勤勉手当
1.90 月分

（加算措置の状況）
・役職加算　５～ 15％

（加算措置の状況）
・役職加算　  　５～ 20％　

　・管理職加算　10 ～ 25％

（注）幼稚園教諭や技能労務職員などは含みません。

　　②退職手当（令和４年４月１日現在）
長島町 国

（支給率） 自己都合 応募認定・定年 （支給率） 自己都合 応募認定・定年
勤続２０年 19.670 月分 26.366 月分 勤続２０年 19.670 月分 26.366 月分
勤続２５年 28.040 月分 33.271 月分 勤続２５年 28.040 月分 33.271 月分
勤続３５年 39.758 月分 47.709 月分 勤続３５年 39.758 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分 最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2％から 45％加算）

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2％から 45％加算）

１人当たり平均支給額　　　　17,635 千円 １人当たり平均支給額　　　　―　千円

　　③特殊勤務手当（令和４年４月１日現在）
支給実績　　　　　　　　　　　　　 （3 年度決算） 2,123 千円
支給職員１人当たり平均支給年額　　 （3 年度決算） 75,821 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（3 年度決算） 18.9％

手当の種類（手当数） 11 種類
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
税務手当 徴税事務に従事する職員 町税の賦課及び徴収業務

水道業務手当 簡易水道の業務に従事する職員 簡易水道事業の維持管理業務
老人ホーム勤務手当 老人ホーム長生園に勤務する職員 老人ホームにおける介護業務等

指導主事手当 教育委員会に勤務する指導主事 教育委員会における指導主事業務

　　④時間外勤務手当（令和４年４月１日現在）
支給実績（3 年度決算） 17,571 千円

職員１人当たり平均支給年額（3 年度決算） 138 千円

　　⑤その他手当（令和４年４月１日現在）

手当名 内容および支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（3 年度決算）

支給職員１人当た
り平均支給年額
（3 年度決算）

扶養手当
配偶者　　　　　　　 　　   　　　　　　  6,500 円
配偶者以外 　    　　　         　　　        10,000 円
特定期間の加算 (16 歳～ 22 歳 )　　　　　 5,000 円

同 ― 21,892 千円 25,000 円 

住居手当 ・借家　最高　　　　　　　      　　　　　  28,000 円 同 ― 4,433 千円 17,700 円 

通勤手当
・交通機関利用者　運賃相当額 （最高 55,000 円 ）    
・交通用具使用者　自動車等の使用者について、片道 ２
㎞以上の距離の場合、18,500 円を限度に支給　　　

異
交通用具使
用の場合、
距離単価が

相違
9,928 千円 7,700 円 

管理職手当
総務課長　　　　　　　　　　　　　　　40,000 円
企画財政課長・総合管理課長　　　　　　36,000 円
その他の課長　　　　　　　　　　　　　32,000 円

同 ― 7,488 千円 32,800 円

（６）特別職の報酬などの状況（令和４年４月１日現在）
区分 給料月額など

給料 町長 758,000 円
副町長 597,000 円

報酬
議長 303,000 円

副議長 250,000 円
議員 227,000 円

期末手当

町長 （3 年度支給割合）3.15 月分副町長
議長

（3 年度支給割合）3.15 月分副議長
議員

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（令和４年４月１日現在）
区分 状況

勤務時間 午前８時３０分～午後５時１５分
休憩・休息時間 休憩時間　６０分

勤務を要しない日 土曜日、日曜日、国民の祝日、１２月２９日～１月３日
年次休暇 １年間に２０日。２０日を限度に翌年に繰越

その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇等

４　職員の分限および懲戒の状況（令和３年度）
処分の種類 処分者数 処分事由
該当なし - -

５　職員の服務の状況
　地方公務員法第 30 条に「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、
全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定されています。
　この根本基準を実行するために、法令等および上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、
職務に専念する義務、さらには政治的行為の制限など、職務上の強い制限を課しています。
　服務規律の遵守については、職員研修や通知などにより、周知徹底を図り、網紀の粛正および服務規律の徹底に努めてい
ます。

６　職員の退職管理の状況（令和３年度）

退職時、課長
級以上の職員

退職者数
再　就　職　先

再就職者計
再任用 外郭団体 その他企業等

１ １ 0 0 1

７　職員の研修および勤務成績の評定の状況（令和３年度）
（１）研修の状況
　研修機関において職務上の階層ごとに行う、新規採用職員研修、新任課長級研修などのほか、外部講師を招いての「マイ
ナンバー研修」や「情報セキュリティー研修」などを実施し、職員の能力開発、資質向上に努めています。
（２）勤務成績の評定の状況
　長島町職員の目標管理による人事評価に関する規程により、勤務評定を実施しています。

８　職員の福祉および利益の保護の状況（令和３年度）
区分 受診者数

定期健康診断 142 人
結核定期健康診断 107 人

人間ドック

1 日ドック 68 人
2 日ドック 2 人
脳ドック 4 人

節目ドック 7 人
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過去に実施した救命講習の様子過去に実施した救命講習の様子

 

農
業
者
向
け
収
入
保
険
の
案
内

　
収
入
保
険
は
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク

か
ら
の
農
業
者
を
守
り
ま
す
。

　
制
度
開
始
か
ら
５
年
目
を
迎
え

た
収
入
保
険
は
、
過
去
に
類
を
見

な
い
気
象
災
害
や
予
期
せ
ぬ
価
格

低
下
か
ら
、
多
く
の
農
業
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
契
約
件
数
が
年
々
増

加
し
、
令
和
４
年
は
２
０
５
７
件

（
前
年
比
１
２
４
％
）
と
な
り
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
１
月
に
は
数
年
ぶ
り

の
雪
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
自
然
災
害
の
ほ
か
、
経
営

努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減

少
に
備
え
て
、
収
入
保
険
へ
の
加

入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
収
入
保
険
の
ポ
イ
ン
ト

〇
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
個
人
・

法
人
の
農
業
者
が
加
入
で
き
ま
す
。

〇
基
準
収
入
（
過
去
５
年
間
の
平

均
収
入
）
の
９
割
を
下
回
る
と
補

て
ん
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
※
最

大
補
償
を
選
択
し
た
場
合
）

〇
す
べ
て
の
農
産
物
を
対
象
に
さ

ま
ざ
ま
な
事
故
に
よ
る
収
入
減
少

を
補
て
ん
し
ま
す
。

※
肉
用
牛
や
肉
用
子
牛
、
肉
豚
、

鶏
卵
を
除
く
。

　
農
業
共
済
組
合
で
は
収
入
保
険

の
保
険
料
や
補
て
ん
金
の
支
払
い

な
ど
の
試
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
か
た
は
、

お
近
く
の
農
業
共
済
組
合
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
共
済
組
合
出
水
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
82
）
２
５
６
１

 
普
通
救
命
講
習
受
講
者
募
集

　

消
防
分
遣
所
で
は
、
中
学
生
以

上
の
長
島
町
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
か
た
を
対
象
に
救
命
講
習

を
実
施
し
ま
す
。

　
急
病
人
や
交
通
事
故
な
ど
が
発

生
し
た
際
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
か
た
に
よ
り
応
急
手
当
が
速
や

か
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
傷
病

者
を
救
命
で
き
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
現
場
に
居
合
わ
せ
な

が
ら
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
傷

病
者
に
対
し
て
適
切
な
応
急
手
当

が
な
さ
れ
ず
、
救
命
の
チ
ャ
ン
ス

を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
事
が
起
き
な
い
よ

う
に
、
応
急
手
当
に
関
す
る
正
し

い
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

〇
日
時

　
10
月
15
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場
所

　
東
分
遣
所
２
階

〇
受
付
期
間

　
10
月
８
日
（
日
）
ま
で

〇
講
習
内
容

　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

〇
受
講
料
・
定
員

　
無
料　
20
人
程
度

問
い
合
わ
せ
先

東
分
遣
所

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

長
島
分
遣
所

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］
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〇
日
時

　
10
月
13
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〇
場
所

　
町
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム（
町
文
化
ホ
ー
ル
横
）

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
費
用

　
飲
み
物
代　
１
人
１
０
０
円

～
ろ
ば
カ
フ
ェ
で
ホ
ッ
と
一
息
～

　
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
か
た
や
介
護
の
悩
み
な
ど
、

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
る
カ
フ
ェ
で
す
。

次の□に文字を入れて、言葉を
完成させてください

答え①こすもす　②さつまいも　③じゅうごや　④ひがんばな　⑤うんどうかい

問
い
合
わ
せ
先

役
場
介
護
環
境
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

 
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　
認
知
症
と
は
だ
れ
も
が
な
り
う

る
可
能
性
が
あ
る
脳
の
病
気
で
す
。　
　

　

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
脳

の
細
胞
が
損
傷
を
受
け
た
り
、
脳

の
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
で
記
憶
力
や
判
断
力
が
低
下
し
、

日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
状
態
で

す
。

　

認
知
症
は
、
多
く
の
人
に
と
っ

て
身
近
な
病
気
で
す
。
症
状
に
つ

い
て
一
人
ひ
と
り
が
正
し
く
理
解

し
、
で
き
る
こ
と
を
取
り
組
む
こ

と
で
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

長
島
町
に
お
い
て
も
、
一
人
で

も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
認
知

症
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◎
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
る
応
援
者
で
す
。
受
講
者
に
は

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
と
し
て
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
配
布
し
ま
す
。　
　

　

令
和
５
年
度
は
主
に
小
・
中
学

生
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

◎
そ
う
だ
ん
ど
こ
ろ　

　
ろ
ば
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

　

毎
月
１
回
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
、
専
門
職
、
地
域
の
人
が

交
流
し
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

ろ
ば
カ
フ
ェ
で
は
、
参
加
者
も

ス
タ
ッ
フ
も
み
ん
な
で
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
気
軽
に
悩

み
相
談
や
世
間
話
な
ど
が
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
す
。

　
ろ
ば
カ
フ
ェ
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　

①こ□□す（秋を彩る花です）

②□つ□□も
（焼いても蒸かしてもおいしい食べ物）

③じ□う□や（満月と言えば？）

④ひ□ん□□（赤い花が特徴の植物です）

⑤う□□う□い（小中学校の恒例行事です）

 

９
月
は
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
月
間
で
す
。

　
　
　
　
　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

鷹巣小学校で開かれた養成講座の様子鷹巣小学校で開かれた養成講座の様子
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リ
ユ
ー
ス
の
日
開
催

　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

ご
み
を
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ
る

取
り
組
み
と
し
て
、
リ
ユ
ー
ス
品

の
無
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
回
収
し
た
リ
ユ
ー
ス
品
は
リ
サ

イ
ク
ル
祭
り
で
の
還
元
や
、
業
者

に
よ
り
国
内
外
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
北
薩
広
域
行
政
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〇
日
時

　
10
月
22
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

〇
場
所

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩

〇
対
象
者

　

長
島
町
、
阿
久
根
市
、
出
水
市

に
在
住
の
か
た

〇
留
意
事
項

・
無
料
頒
布
な
ど
は
実
施
し
ま
せ

ん
。

・
自
転
車
は
防
犯
登
録
の
抹
消
を
お

願
い
し
ま
す
。

〇
持
ち
込
め
る
も
の

　
食
器
・
家
具
・
工
具
・
家
電
・
ゲ
ー
ム
・

雑
貨
・
自
転
車
な
ど
の
リ
ユ
ー
ス
品

※
次
の
人
が
そ
の
ま
ま
使
え
て
、

使
う
の
に
不
自
由
し
な
い
も
の

〇
持
ち
込
め
な
い
も
の

　
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
エ

ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

☎
（
84
）
４
１
１
１

 
今
か
ら
で
き
る
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策

　

９
月
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
の

最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ

モ
基
も
と
ぐ
さ
れ腐
病
対
策
の
基
本
は
「
増
や

さ
な
い
」「
残
さ
な
い
」「
持
ち
込

ま
な
い
」
の
３
つ
で
す
。

　
今
か
ら
で
き
る
基
腐
病
対
策
を

次
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

〇
貯
蔵
中
の
発
病
リ
ス
ク
軽
減
方
法

①
水
で
洗
い
、
イ
モ
の
表
皮
の
変

色
や
異
常
を
確
認
し
、
選
別
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

②
病
害
が
発
生
し
や
す
い
イ
モ
の

両
端
（
な
り
首
と
尾
部
）
を
切
除

し
ま
し
ょ
う
。

③
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
を

２
０
０
倍
に
希
釈
し
た
液
に
30
分

浸
漬
し
た
後
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

※
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
必
ず

ラ
ベ
ル
に
あ
る
注
意
事
項
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

〇
増
や
さ
な
い

　

感
染
発
生
後
、
早
期
収
穫
す
る

こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま

し
ょ
う
。

〇
残
さ
な
い（
感
染
し
た
イ
モ
の
処
理
）

　
感
染
し
た
イ
モ
は
次
作
で
感
染

源
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ほ
場
外
で

処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　
持
ち
出
せ
な
い
場
合
は
ロ
ー
タ

リ
ー
で
漉す

き
込
み
、
分
解
を
促
し

ま
し
ょ
う
。

※
地
温
が
高
い
と
分
解
が
促
さ

れ
る
た
め
、
収
穫
後
速
や
か
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

〇
持
ち
込
ま
な
い（
種
イ
モ
の
確
保
）

　

収
穫
時
に
健
全
に
見
え
て
も
、

貯
蔵
中
や
伏
せ
込
み
後
に
発
病
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
未

発
生
ほ
場
の
種
イ
モ
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

感染したほ場感染したほ場

感染したサツマイモ感染したサツマイモ



13 ｜  広報ながしま  2023年9月号

8
月《
葉
月
》

１
日
（
火
）

２
日
（
水
）

３
日
（
木
）

４
日
（
金
）

６
日
（
日
）

７
日
（
月
）

８
日
（
火
）

９
日
（
水
）

11
日
（
金
）

17
日
（
木
）

18
日
（
金
）

20
日
（
日
）

21
日
（
月
）

22
日
（
火
）

24
日
（
木
）

25
日
（
金
）

29
日
（
火
）

30
日
（
水
）

31
日
（
木
）

長
島
町
農
業
再
生
連
絡
協
議
会
総
会
（
役
場
）

獅
子
島
地
区
生
活
基
盤
近
代
化
事
業
整
備
工
事
地
鎮

祭
（
片
側
）

出
水
駅
蔵
之
元
港
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
協
議
会
総
会

（
天
草
市
）

か
ご
し
ま
国
体
炬
火
リ
レ
ー
出
発
式
（
町
多
目
的
運

広
動
場
）

東
神
楽
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
あ
い
さ
つ
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

三
県
架
橋
九
州
地
方
整
備
局
要
望
（
福
岡
県
）

９
月
補
正
予
算
町
長
査
定
（
役
場
）

長
島
海
峡
カ
ヌ
ー
横
断
大
会（
牛
深
港
～
蔵
之
元
艇
庫
）

市
町
村
政
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

東
町
漁
協
女
性
部
通
常
総
会
（
漁
業
会
館
）

商
工
会
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

出
水
広
域
連
携
・
防
災
「
道
の
駅
」
整
備
推
進
協
議

会
総
会
（
出
水
市
）

叙
位
伝
達
式
（
役
場
）

県
教
育
長
・
学
校
施
設
課
訪
問
（
鹿
児
島
市
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
北
薩
地
域
振
興
局
要
望

活
動
（
薩
摩
川
内
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
全
員
協
議
会（
出
水
市
）

県
行
政
書
士
会
大
規
模
災
害
時
等
協
定
書
締
結
式

（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
臨
時
議
会
（
出
水
市
）

町
村
長
研
修
会
お
よ
び
地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会

（
鹿
児
島
市
）

 
紙
類
・
資
源
ご
み
の
出
し
方 

～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
資
源
ご
み
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
一
人
ひ
と
り
が
分

別
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
、
ご
み

が
資
源
に
変
わ
り
ま
す
。

〇
紙
ひ
も
で
十
字
に
縛
る
も
の

※
他
の
紙
類
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
新
聞
紙
や
折
込

チ
ラ
シ
の
み
で
ま
と

め
て
出
す
。

・
段
ボ
ー
ル
は
た
た

ん
で
ま
と
め
て
出
す
。

・
雑
誌
や
書
籍
、
カ
タ
ロ
グ
、
ノ
ー

ト
な
ど
は
、
ま
と
め
て
出
す
。

※
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
外
す
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
紙
パ
ッ
ク
（
牛
乳
な
ど
）

　

水
で
軽
く
す
す
ぎ
、
切
り
開
い

て
ま
と
め
て
出
す
。

〇
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る

ネ
ッ
ト
へ
入
れ
る
も
の

・
そ
の
他
の
紙
類
（
雑
紙
）

　

メ
モ
用
紙
、
タ
バ
コ
、
食
品
贈

答
用
の
紙
箱
、
封
筒
（
窓
付
き
は

取
る
）、テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
（
ビ
ニ
ー

ル
は
取
る
）、
ラ
ッ
プ
の
箱
、
芯
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
な
ど
。

※
注
意
　
次
の
よ
う
な
紙
類
は
資
源
化

で
き
ま
せ
ん
の
で
燃
え
る
ご
み
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
油
や
食
品
な
ど
で
汚
れ
や
ニ
オ
イ
が

付
い
て
し
ま
っ
た
場
合

〇
写
真
、
レ
シ
ー
ト
、
カ
ー
ボ
ン
紙
、

圧
着
は
が
き
、
防
水
加
工
紙
（
紙
コ
ッ

プ
、紙
皿
）な
ど
の
特
殊
加
工
紙（
カ
ッ

プ
麺
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ア
イ
ス
の
紙
製

容
器
包
装
は
燃
え
る
ご
み
と
な
り
ま

す
。）

〇
個
人
情
報
の
印
字
さ
れ
た
紙
類
は
、

個
人
の
責
任
で
破
棄
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。（
細
か
く
裁
断
・
油
性
ペ

ン
で
塗
り
つ
ぶ
す
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先

役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］
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行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
委

員
を
募
集

　
町
で
は
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
た
簡
素
に
し
て
効
率
的
な
町
政
の
実
現
を

推
進
す
る
た
め
、長
島
町
行
政
改
革
推
進
委

員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
同
委
員
会
は
８
人
で
組
織
し
、町
長
の
諮

問
に
応
じ
て
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
重

要
事
項
を
調
査
審
議
し
、町
長
に
提
言
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
審
議
な
ど
に
町
民
の
意
見
を
反
映
す

る
た
め
、委
員
の
一
部
を
広
く
町
民
か
ら
募

集
し
ま
す
。

〇
募
集
人
数　

　
３
人
以
内

〇
応
募
資
格　

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

①
満
18
歳
以
上
で
、町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加
で
き
る
こ
と

③
本
町
の
他
の
附
属
機
関
の
委
員
で
な
い
こ
と

④
本
町
の
職
員
、町
議
会
議
員
で
な
い
こ
と

⑤
こ
れ
ま
で
に
同
委
員
に
選
任（
同
世
帯
者

含
む
）さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と

⑥
徴
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

〇
募
集
要
領
等
の
配
布
場
所

・
役
場
総
務
課

・
役
場
指
江
支
所
総
合
管
理
課

・
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

https://w
w

w
.tow

n.nagashim
a.lg.jp/

topinfo_soum
u/gyoukakubosyu/

〇
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、持
参
も
し
く
は
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
提
出
先

・
役
場
総
務
課

・
役
場
指
江
支
所
総
合
管
理
課

・
郵
送
の
場
合

〒
８
９
９
‐
１
４
９
８

出
水
郡
長
島
町
鷹
巣
１
８
７
５
番
地
１　

長
島
町
役
場
総
務
課

〇
応
募
締
切

　
９
月
22
日（
金
）

〇
選
考

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、応
募
用
紙
な
ど

に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

映
画『
ケ
ア
ニ
ン
』上
映
会

　
出
水
地
区
在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進
協
議

会
で
は
、在
宅
医
療
の
未
来
を
考
え
る「
ケ
ア

ニ
ン
～
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
～
」の
上
映
会

を
開
催
し
ま
す
。
鑑
賞
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、配
布
さ
れ
た
申
込
み
用
紙
を
役
場
介
護

環
境
課
ま
た
は
指
江
支
所
総
合
管
理
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
上
映
日
時

・
開
催
日　
　

  

10
月
22
日（
日
）

・
開
場　
　
　

  

午
前
９
時
30
分

・
上
映
開
始 　

 

午
前
10
時

〇
入
場
料　
　

 

無
料

〇
場
所　
　
　

 

町
文
化
ホ
ー
ル

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

　
令
和
５
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

〇
受
験
申
請
期
間

・電
子
申
請　
10
月
２
日（
月
）～
10
月
10
日（
火
）

・書
面
申
請　
10
月
５
日（
木
）～
10
月
13
日（
金
）

〇
試
験
日　
11
月
18
日（
土
）

〇
試
験
手
数
料

　
甲
種
・・・
６
６
０
０
円　

　
乙
種
・・・
４
６
０
０
円

　
丙
種
・・・
３
７
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
東
分
遣
所　
　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

地
域
社
会
貢
献
事
業
講
演
会

　
（
公
社
）北
薩
法
人
会
主
催
の
講
演
会
が
、

次
の
と
お
り
、開
催
さ
れ
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
内
容

　
地
域
社
会
貢
献
事
業「
伊
藤
聡
子
氏
講
演
会
」

〇
日
時
・
会
場

・
9
月
30
日（
土
）　
午
後
４
時
～
５
時
30
分

・
ホ
テ
ル
キ
ン
グ（
出
水
市
）

〇
募
集
人
員
・
参
加
費

・
定
員
２
０
０
人　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）北
薩
法
人
会
事
務
局

　
☎
０
９
９
６（
62
）１
３
３
８

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催　
　
　
　
　

　
県
行
政
書
士
会
で
は
、次
の
と
お
り
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〇
日
時

　
10
月
21
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま
で

〇
場
所

　
出
水
市
中
央
公
民
館（
出
水
市
文
化
町
23
）

〇
相
談
内
容

　
相
続
・
遺
言
書
関
係
、農
地
法
関
係
、各
種

許
認
可
・
法
人
設
立
関
係
、権
利
義
務
関
係
、

規
約
書
な
ど
の
作
成
、交
通
事
故
相
談
な
ど

※
予
約
が
無
く
て
も
相
談
可
能
で
す
が
、予

約
者
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
行
政
書
士
会
出
水
支
部

　
☎
０
９
９
６（
68
）８
４
８
４

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」と「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
、全
国
で
２
種
類

同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環

境
対
策
、高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

〇
発
売
期
間　
９
月
20
日（
水
）～
10
月
20
日（
金
）

〇
抽
選
日
　　
10
月
27
日（
金
）

〇
販
売
価
格
　

　
各
１
枚
３
０
０
円

〇
当
せ
ん
金

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
１
等　
　
　
３
億
円
×
12
本

　
前
後
賞
各　
１
億
円
×
24
本

※
発
売
総
額
３
６
０
億
円
・
12
ユ
ニ
ッ
ト
の

場
合

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
１
等　
　
　
３
千
万
円
×
50
本

　
前
後
賞
各　
１
千
万
円
×
１
０
０
本

※
発
売
総
額
１
５
０
億
円
・
５
ユ
ニ
ッ
ト
の

場
合

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
市
町
村
振
興
協
会

　
☎
０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

国
民
保
護
法
指
定
の
避
難
施
設

　
県
で
は
、武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
住

民
を
避
難
さ
せ
、ま
た
は
避
難
住
民
な
ど
の

救
援
を
行
う
た
め
、あ
ら
か
じ
め
避
難
施
設

を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、避
難
施
設
の

一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、国
の
国
民
保

護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
リ
ン
ク
し
て
、利
用

者
が
現
在
地
付
近
の
避
難
施
設
情
報
を
簡
易

な
操
作
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

次
の
Q

 

R
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
危
機
管
理
防
災
局
危
機
管
理
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
２
５
５

令
和
６
年
版
県
民
手
帳
発
売

　

県
統
計
協
会
で
は
、昭
和
33
年
の
創
刊
か

ら
、長
い
歴
史
と
と
も
に
鹿
児
島
県
民
の
皆

様
に
愛
用
い
た
だ
い
て
い
る
、鹿
児
島
県
民

手
帳「
令
和
６
年
版
」を
10
月
1
日(

日)

か
ら

販
売
し
ま
す
。

○
内
容
・
種
類
　

・
鹿
児
島
の
旬
の
情
報
を
満
載
デ
ー
タ
で
分

か
る
県
内
施
設
割
引
・
特
典
パ
ス
ポ
ー
ト
付

(

７
施
設)　
他

・
手
ざ
わ
り
な
め
ら
か
な
黒
・
赤
・
青
の
３
色

○
購
入
方
法
・
価
格
・
県
内
各
コ
ン
ビ
ニ
、

書
店
、文
房
具
店

・
６
６
０
円（
税
込
み
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
統
計
課

　
☎
０
９
９(
２
８
６)

２
４
７
３

秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　
農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
9
～
10
月
を
安
全

対
策
の
重
点
期
間
と
し
て「
秋
の
農
作
業
事

故
ゼ
ロ
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。
農
作
業
事

故
の
未
然
防
止
、安
全
対
策
の
周
知
徹
底
、強

化
を
図
り
ま
す
。
次
の
４
点
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

①
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、危
険
箇
所
の
確
認
や
回
避
、改
善
、路

肩
の
補
強
な
ど
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

②
ト
ラ
ク
タ
に
安
全
キ
ャ
ブ
・
安
全
フ
レ
ー

ム
を
装
着
し
、運
転
時
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

③
ト
ラ
ク
タ
に
作
業
機
を
装
着
し
て
公
道
を

走
行
す
る
際
は
、十
分
な
道
幅
を
確
保
し
、灯

火
器
を
設
置
し
て
、安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

④
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
行
う
な
ど
、熱
中

症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

 　
県
経
営
技
術
課
技
術
環
境
係

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
１
５
５　
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令和５年度戦没者追悼式

　７月 20日、令和５年度長島町戦没者追悼式が
町開発総合センターで執り行われました。
　式には、遺族のほか、町関係者など約 40人が
参列し、戦没者に対して黙とうが行われました。
　追悼のことばでは、終戦から 78 年が経過し、
戦争によってもたらされた悲しみと苦しみを忘れ
てはないと述べられ、献花台に花が手向けられま
した。
　遺族会会長の濵畑順一さん（小浜）は「戦後 78
年を迎え、我が国は繁栄しました。この喜びを先
人たちと分かち合えないことは残念です。私たち

が享受している平和な日々の喜びの陰には、尊い
殉
じゅんこく
国の犠牲が秘められていることを忘れません」

と語りました。

　7月 21日、町内の事業者によるボランティア
での除草剤散布が行われました。
　町が観光・景観対策として行っている「ぐるっ
と一周フラワーロード整備事業」の一環として、
建友会を中心とした町内事業者と町により実施さ
れました。
　例年、町内の道路では、梅雨明けの時期に除
草が間に合わず、雑草が繁殖し、景観を阻害して
いる状況がありました。これを改善するため、初
めて行われたものです。

　
　建友会の木場盛二会長は「長島の景観がより良
くなってほしい」と汗を流していました。
　

平和な日々に感謝

除草剤散布ボランティア７/21
（金） より良い景観へ

献花をする参列者献花をする参列者

除草剤を散布する建友会会員除草剤を散布する建友会会員

　7月 22 日と 23 日の２日間、町開発総合セン
ターと町文化ホールで「わくわくどきどき科学教
室㏌長島」が開催されました。
　子どもたちが長島町の自然の素晴らしさに触れ
るとともに、身近な科学体験をすることで、科学
に対する興味や関心を深めることを目的に実施さ
れ、町内外から約 230人の参加がありました。
　当日は、町内の小中学校や県内外の高校、大学、
専門学校の協力のもと、ジオラマ作成体験や化
石発掘体験、ろ過装置作成体験などが行われま
した。

　ウミホタルの発光実験を体験した竹田悠
ゆ う が
駕君

（川床小３年）は「光っているのがすごく不思議だっ
た。自由研究の参考にしたい」と目を輝かせてい
ました。

わくわくどきどき科学教室 in 長島７/22
（土） 不思議がいっぱい

ジオラマ体験の説明を真剣に聴く児童ジオラマ体験の説明を真剣に聴く児童
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７/ 28
（金）

海辺の映画祭

　7月 28 日、小浜海水浴場で阿久根青年会議所
主催の海辺の映画祭が開催されました。
　海辺での巨大スクリーンに映し出された映画を
見た濵田更

さらさ
紗さん（長島中３年）は「迫力がすごかっ

た。普段家でみるより一層楽しかった」と感動し
た様子でした。
　同会議所の倉津成

なりひと
仁理事長は「長島でイベント

を行うのは５年ぶり。今後も長島の海や古墳を生
かした地元ならではのイベントを企画していきた
い」と今後の青年育成事業についての展望を話し
ました。

すごい迫力！海で見る映画
潮風と波の音に包まれながら映画鑑賞潮風と波の音に包まれながら映画鑑賞

　8 月１日、町文化ホールで、町教育講演会があ
りました。この日は、性教育認定講師の山﨑眞
子さんを講師に招き『その子の最善の利益はなに
か？～性を人権の視点で捉える～』をテーマに、
セクシャルマイノリティーの児童・生徒への寄り添
いかたや人権をどのように尊重していくかなどの
講演が行われました。
　宇治野裕樹学校教育課長は「本日学んだこと
は、私たちが日々の教育活動に取り組んでいくう
えで欠かせないもの。私たち教職員の支援や理
解が、子どもたちの自己肯定感を高め、学びへの

意欲に影響を与えることを再度自覚し、子どもが
多様性を受け入れ尊重する力を持って生きていく
ことができるよう取り組んでいきたい」と、お礼
の言葉を述べました。

町教職員講演会８/１
（火） 子どもに合った最善を考える

講演会の様子講演会の様子

７/ 28
（金）

長島町認定農業者連絡協議会総会

　7月２８日、町開発総合センターで、認定農業
者連絡協議会総会が開催されました。
　会は、会員相互の研さんと連携によって自らの農
業経営の改善と地域農業の振興・発展に寄与するこ
とを目的に実施。この日は会員約 40人が参加しま
した。
　来賓で出席した農業委員会の飯田満穗会長が
「10年先も豊かな農地を維持できるよう今からで
きることを皆さんで話し合い、情報共有をお願い
したい」とあいさつし、今年度の研修の計画案や
集落地域のリーダーとしての役割の認識、人・農

地プランを発展させた地域計画の策定などが話し
合われました。

農家が力を合わせて
あいさつする飯田会長あいさつする飯田会長
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８/ ３
（木）

ひまわり号の交通安全教室

　８月３日、伊唐保育園（松本浩輔園長）で交通
安全教育車による交通安全教室が開かれました。
　教室は、鹿児島県警察本部交通企画課職員２人
が訪問し、園児６人、小学生 6人が参加。腹話術
人形『交通安全の全ちゃん』を使った対話形式で
命の大切さや正しい横断歩道の渡り方などの話が
ありました。
　シートベルトの正しい使用方法の話では、講師
の「シートベルトカッチン！」の掛け声に合わせて、
子どもたちは元気よく「カッチン！」と声を出し、
シートベルトをしっかり付ける魔法のことばを覚

えた様子で、自分の命を守るための行動を仲良く
学びました。

みんなで仲良く交通安全 笑顔で横断歩道の渡り方を学んだ子どもたち笑顔で横断歩道の渡り方を学んだ子どもたち

　８月２日、老朽化が進む獅子島地区の浄水場を
新たに建設するための安全祈願祭が執り行われま
した。
　工事は８月に着工し、本年度中に完成予定。令
和８年４月１日の給水開始を目指します。
　当日は、獅子島各地区の自治公民館長をはじ
め、町議会議員や施工業者などの関係者らが参
加。安全に工事が進み、地元住民にこれまでと
変わらず安心安全な生活用水の供給ができること
を祈願しました。

獅子島浄水場安全祈願祭８/２
（水） 新浄水場を建設

安全祈願祭の様子安全祈願祭の様子

　8月1日、マンダリン BASE（日本マンダリンセン
ター４階）で教育版ワークショップが行われました。
　これは、土井隆地域おこしプロジェクトマネー
ジャーが主催する学習会で、子どもたちに人気の
テレビゲーム『マインクラフト』を使ってプログラ
ミングを学習していきます。
　町内外の子ども 25 人が参加し、パソコンの
キーボードとマウスを使ってゲームを楽しんだり、
直感的に操作が可能なプログラミング環境『メイ
クコード』を使い、ロボットに司令を出したりし
ていました。

　参加した山本愛
ち か げ
夏さん（鷹巣小３年）は「パソ

コンでマインクラフトをするのは初めてだったの
で、楽しかった」と新しいチャレンジに達成感を
得た様子でした。
　土井さんは今後もマンダリン BASE でワーク
ショップを開催していく予定です。

子どものワークショップ８/１
（火） 楽しみながら学ぼう

プログラミングに夢中になる子どもたちプログラミングに夢中になる子どもたち
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　8 月５日、汐見漁港背後地で、汐見校区夏祭り（御
八日踊り前夜祭）が４年ぶりに開催されました。
　実行委員長の濵田健二さんは「地元消防団を中
心とした、有志の会一同の団結力によりこの素晴
らしい夏祭りができた。これに敬意を表し、地元
の力強さを示してくれることに心より感謝」と開
会のあいさつを述べました。
　会場は、かき氷や焼きそばなどの出店が軒を連
ね、町内外から多くの来場者が詰めかけました。　　
　舞台は、城川内小学校マーチングバンドがオー
プニングを飾り、舞踊やスティールパンオーケス
トラ、津軽三味線、カラオケ大会などの演目で大
いに盛り上がりました。
　祭りの中盤には、大玉を含むたくさんのきれい
な花火が打ち上げられ、汐見漁港周辺の夜空は色
鮮やかに染まり、来場者へ感動を与えていました。

８/５
（土）

汐見校区夏祭り （御八日踊り前夜祭）
西海岸のサマーナイト

　8 月３日、県中学校総合体育大会柔道競技大
会で準優勝に輝いた永田平若

わ か さ
紗さん （川床中 3

年）が、続く九州中学校柔道競技大会に出場す
ることを川添町長に報告しました。
　川添町長は「九州大会でもぜひ頑張って来てほ
しい。良い結果を楽しみにしている」と激励の言
葉を贈りました。
　永田平さんは「けがをせずに、まずは１回戦を
勝ちたい」と力強く大会への抱負を掲げ、「柔道
人口が減少傾向にあるので、大会の出場をきっか
けに町の柔道が盛り上がってくれたらうれしい」

と町柔道活性化への期待を述べました。
　九州大会は8月10 日に大分県で行われました。

女子九州中学校柔道競技大会出場８/３
（木） まずは１回戦で勝ちたい

県大会準優勝を報告する永田平さん県大会準優勝を報告する永田平さん

間近で見る花火に飛び交う歓声間近で見る花火に飛び交う歓声

たくさんの来場者で賑わう会場たくさんの来場者で賑わう会場
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　８月18 日、鷹巣児童クラブでプールの時間が
実施されました。
　新型コロナウイルスの影響で、同クラブのプー
ル利用は４年ぶりとなりました。
　参加した山下太

だ い ご
瑚君（鷹巣小４年）は「気持ち

良くて最高、夏はプールが一番いい」と友達との
プール遊びを満喫。「家に帰ったらかき氷を食べ
てお昼寝します」と話し、充実した夏休みを 過
ごしている様子でした。 　これは、７月 28 日～８月 25 日まで実施され、

児童らは笑顔で友達との水遊びを楽しみながら
暑い夏を乗り切りました。

鷹巣児童クラブプールの時間８/１８
（金） 夏はプールが一番 笑顔で水遊びをする児童ら笑顔で水遊びをする児童ら

　8月 7 日、長島町商工会本所・支所でプレミアム
付商品券の販売が始まりました。
　商品券は、地元の経済活動を盛り上げることを目
的に販売され、1万円で額面２万円分を購入できま
す。
　販売初日は、多くの住民が訪れ、好評を得ていま
した。
　商品券は 8月 31日まで販売され、取り扱い加盟
店のポスターやのぼり旗がある店舗で 12 月 31日
まで利用できます。

プレミアム付商品券販売８/７
（月） 町の経済活性化

川添町長から商品券を受け取る来場者川添町長から商品券を受け取る来場者

　８月４日、町文化ホールで、阿久根地区交通安
全運転管理協議会と同協議会青年部主催の三世
代参加型交通安全フェアが開催されました。
　この日は、約 80人の子どもや高齢者らが参加。
阿久根警察署協力の下、注意意識を促す機器（ク
イックアーム・クイックステップ）の体験やVR（仮
想現実）による事故の追体験など機材を活用し
た演習体験が行われました。
　演習体験の後は、パトカー・白バイの展示や記
念撮影を楽しみ、終盤には白バイ隊員によるデモ
ンストレーション走行が行われ、参加者からは拍

手と歓声が上がりました。
　町口悠

ゆ う ま
眞さん（蔵之元小1年）は「いろいろな

体験ができて勉強になり、楽しかった」と笑顔で
話し、交通安全に対する意識が高まった様子でした。

三世代参加型交通安全フェア８/４
（金） 三世代で楽しく交通安全

間近でみるパトカーに喜ぶ子どもたち間近でみるパトカーに喜ぶ子どもたち
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
！

　
令
和
５
年
７
月
末
で
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
新
見
春
奈
さ
ん
に
３
年
間

の
総
括
と
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　

７
月
末
を
も
っ
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。　

　

公
私
問
わ
ず
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

広
報
紙
へ
の
最
後
の
寄
稿
、

何
を
書
こ
う
か
迷
っ
た
の
で
す

が
、
は
じ
め
に
、
私
が
長
島
町

に
移
住
し
て
か
ら
ず
っ
と
大
切

に
し
て
い
た
言
葉
を
紹
介
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

と
あ
る
町
民
の
か
た
か
ら
い

た
だ
い
た
言
葉
で
す
。『
出
会
っ

た
人
の
数
だ
け
、
あ
な
た
は
も
っ

と
豊
か
に
な
れ
る
。
だ
か
ら
、

人
と
関
わ
る
こ
と
を
や
め
な
い

で
。
き
っ
と
い
い
こ
と
が
あ
る

よ
』

　

仕
事
と
暮
ら
し
を
通
じ
て
た

く
さ
ん
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
た

３
年
を
終
え
た
今
、
本
当
に
そ

の
通
り
だ
っ
た
な
、
と
思
い
ま

す
。

　

決
し
て
で
き
た
人
間
で
は
な

い
私
に
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が

愛
情
深
く
目
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
時
に

助
け
て
い
た
だ
い
た
経
験
も
数

え
き
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い

優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
る
み
な

さ
ん
の
影
響
を
受
け
て
、
私
も

人
に
優
し
く
で
き
る
人
間
で
い

よ
う
と
思
い
、
長
島
で
の
３
年

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

家
族

や
旧
友
か
ら
は
「
東
京
に
い
た

頃
よ
り
も
、
今
の
ほ
う
が
い
い

ね
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

　

自
分
で
言
う
の
も
な
ん
で
す

が
、
出
会
っ
た
人
の
数
だ
け
豊

か
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

日
々
の
交
流
を
通
じ
、
そ
ん

な
教
え
を
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ

ん
は
、
私
の
人
生
の
宝
で
す
。

　
今
後
の
人
生
の
礎
い
し
ず
えと
な
る
大

切
な
気
付
き
を
い
た
だ
い
た
３

年
間
。
長
島
町
で
暮
ら
せ
て
よ

か
っ
た
。
心
か
ら
そ
う
言
え
ま

す
。

　

改
め
て
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
長

島
町
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

８/ １８
（金）

ながしま笑顔のまちづくり講座

　８月18日、町保健福祉センターで、町社会福祉協
議会と町包括支援センターが協働開催する“夏休み”
ながしま笑顔のまちづくり講座が開講されました。
　講師には、県社会福祉協議会ボランティアセン
ターの辻健一所長と役場危機管理係の北村昭光さ
んを招き、災害の傾向や災害ボランティアのあり
方、地元の災害対策などの講義に加え、災害時を
想定した非常食の料理教室も行われました。
　参加した山添敏子さん（唐隈）は「身近な災害
時の対応について、分かりやすい説明で勉強になっ
た」と災害の対応への理解を深めた様子でした。

災害について学ぼう！

災害について学びを深める参加者災害について学びを深める参加者

非常食の料理教室の様子非常食の料理教室の様子

今後長島を拠点に新たなスタートを切る新見さん今後長島を拠点に新たなスタートを切る新見さん
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ほうれい線が消える！
おうちで簡単！美容整体

おなかをすかせたドラゴン
とためいきゼリー

監修：井上剛志 著：仁科 幸子

自宅で実践してもらえる美容整
体 の メ ソ ッ ド で す。 ぜ ひ、 ご 自
宅で実践してみてください。

ドラゴンって、何食べるの？
ネコの街を舞台にくりひろげられ
る少し変わったドラゴンのお話。

沖
波
砕
け
青
々
と
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
光
り
を
返
す

沖
波
を
見
下
ろ
す
位
置
に
漁
船
並
ぶ
台
風
の
雲
日
が
な
動
か
ず

島
道
の
崖
下
に
見
る
岩
礁
に
海
の
汀み

ぎ
わの

潮
汐
を
知
る

う
か
ら
ら
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
す
れ
ば
ゆ
く
り
な
く
太
き
虹
た
ち
喜
び
分
か
つ

こ
と
も
な
く
台
風
あ
り
て
涼
風
が
八
畳
二
間
を
風
鈴
鳴
ら
し
過
ぐ

風
誘
ふ
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
の
漂
へ
る
庭
に
下
り
来
て
暫
し
憩
ひ
ぬ

か
り
か
り
と
砂
丘
辣
韮
旧
任
地

産
み
月
の
子
が
里
帰
り
青
田
風

根
強
さ
は
母
の
遣
訓
や
夜
梅
干
す

本
降
り
の
後
の
自
在
や
蝸
牛

独
り
居
の
黄
昏
長
し
七
月
尽

蛍
火
や
夫
を
偲
ん
で
夜
の
風

下
校
の
児
青
田
の
父
に
手
ふ
り
を
り

肥
後
薩
摩
カ
ヌ
ー
横
切
る
夏
の
海

夏
木
立
信
楽
焼
の
古
狸

夏
薊
潮
の
と
ど
ろ
く
古
墳
群

で
で
虫
の
の
ぼ
る
重
要
文
化
財

淵
脇 　

護

二
階
堂
妙
子

白
男
川
孝
仁

迫
口 

君
代

関 

喜
久
雄

二
階
堂
惠
子

坂
口　

子

大
堂 
早
苗

関 

佳
代
美

山
嵜
加
代
子

大
堂 

正
弘

小
林 　

貢

小
林
如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木 

良
平

宗
方 

正
喜

松
元
睦
子

岩
下
ち
江

米
尾
和
子

中
山
タ
マ
エ

坂
之
下
典
子

浜
田
美
代
子

鋭
き
眼
兵
士
の
銃
民
守
る
海
を
ニ
ラ
み
て
砲
台
も
据
ゆ

娘
居
た
父
母
弟
も
そ
こ
に
居
た
忘
れ
じ
の
人
思
え
ば
涙

庭
よ
ぎ
る
猫
ひ
る
が
え
す
軒
燕
お
花
の
道
を
飛
び
遊
ぶ

故
郷
の
山
幸
海
幸
運
ば
れ
て
海
の
匂
い
と
土
の
匂
い
よ

世
之
中
は
何
事
な
る
も
分
か
る
の
よ
年
寄
り
な
る
と
分
て
来
る
よ

こ
の
残
暑
夜
ま
で
待
て
ぬ
冷
や
し
た
ジ
ョ
ッ
キ
に
缶
生
ビ
ー
ル
注
ぎ
こ
む

空
腹
の
手
に
喰
い
付
き
ぬ
羽
根
の
蟻あ

り
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▽
家
族
で
夏
ま
つ
り
へ
行
っ
た
際
に

娘
が
メ
ダ
カ
す
く
い
を
し
ま
し
た
。

　
娘
は
、
紙
で
で
き
た
ポ
イ
で
メ
ダ

カ
を
す
く
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
優
し
い
店
主
が
メ
ダ
カ
を

数
匹
分
け
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
妻
は
そ
の
メ

ダ
カ
を
大
変
気
に
入
っ
た
ら
し
く
、

家
で
飼
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
メ
ダ
カ
を
飼
う
の
は

初
め
て
で
す
が
、
妻
が
た
く
さ
ん
調

べ
て
飼
育
し
て
い
ま
す
。
飼
い
始
め

て
３
週
間
ほ
ど
経
過
し
た
つ
い
先
日
、

卵
が
孵か
え
り
、
メ
ダ
カ
の
幼
魚
が
水
槽

を
泳
い
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

家
族
一
同
大
興
奮
。
元
気
に
育
っ
て

欲
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西　
洋
介
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第
19
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展

　
第
19
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展

を
開
催
し
ま
す
。
地
元
に
あ
る
身

近
な
素
材
か
ら
生
ま
れ
る
巨
大

ア
ー
ト
。
４
年
ぶ
り
の
感
動
と
迫

力
を
届
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

〇
開
催
期
間

　
10
月
14
日（
土
）～
11
月
12
日（
日
）

〇
開
催
場
所

　
太
陽
の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０２３10

１３ １４８ １１ １２

２０ ２１１５ １６ １８ １９

２７ ２８２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２９ ３０

６５

１７

９ １０

３ ４ ７

１１／３

２

３１ １１／１ １１／２

１

1１／４

　　　

○長島クリニック 88-6405
○ 植村整形外科 72-1041
○ 恒吉医院 82-0048
○ おてき歯科 63-0393
□ さすえ薬局 88-6011
□ シバタ薬局 82-0032
□ 上野薬局 72-1016
◇ こどもクリニック永松 64-1500
◇ かしま薬局 63-3970

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）

　（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ

（獅子島）
◎乳児健診

（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○ 平田整形外科クリニック 62-8801
○ 有村産婦人科・内科 73-4180
○ ちゃえん歯科 67-2325
□ 長島調剤薬局 64-5555
□ ひまわり薬局 62-6070
□ さかえまち薬局 72-0978
◇ 出水総合医療センター 67-1611
◇そうごう薬局 64-8161

　　　　 スポーツの日

○ 三慶医院 63-2333
○ 内山病院 73-1551
○ とし歯科 68-8461
□タカラ調剤薬局 62-8813
□ 本町薬局 73-3233

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
◎ろばカフェ

○平尾診療所 88-2595
○ 野田診療所 84-2023
○ 鶴見医院 73-0553
○ 村岡歯科医院 62-0601
□ 会 営 薬 局 阿 久 根 店 72-5060
□ 野田調剤薬局 84-2856
◇ キッズクリニック 63-7707
◇ さくら薬局 63-7700

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

　（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）

　（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ

　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（獅子島）

○ お か だ ク リ ニ ッ ク 63-7011
○ いまむらクリニック 73-1700
○ こじま歯科医院 63-4618
□ トクモト薬局 62-0998
□ 市民調剤薬局 68-0150
◇ 出水総合医療センター 67-1611
◇ 会営薬局 64-8280

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
■びん・有害

　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

　　　　　

■燃やせるごみ・天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）

　（鷹巣・諸浦）

　　　　　

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○ せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
○ しみずこども医院 68-0633
○ あくね歯科医院 72-0556
□ 長島調剤薬局 64-5555
□ メープル薬局 62-9292
□ すくすく薬局 72-5010
◇ しみずこども医院 68-0633
◇ すくすく薬局 72-5010

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 10 月９日はスポーツの日です。
10月の第2月曜日　スポーツを楽しみ、他者を尊重する精神を培うととも
に、健康で活力ある社会の実現を願うことを趣旨としています。

特定健診等特定健診等
結果説明会結果説明会

特定健診等特定健診等
結果説明会結果説明会
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